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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年７月２９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 令和７年６月３０日 ０６時００分頃 

発生場所 鳥取県境港市境漁港岸壁 

 境港中野東防波堤灯台から真方位３５９°１,６８０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°３２.８′ 東経１３３°１４.９′） 

事故の概要  漁船第八十五海幸
かいこう

丸の乗組員は、船倉内のはしご
．．．

を降下中、落下し

て負傷した。 

事故調査の経過  令和７年７月２日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第八十五海幸丸、４４２トン 

 １４１７４８、共和水産株式会社（Ａ社） 

 ６６.６２ｍ×９.４０ｍ×４.４０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、２,５００kＷ、平成２４年９月１日 

 乗組員等に関する情報 船長 ５２歳 

 五級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 平成６年８月３１日 

  免 状 交 付 年 月 日  令和６年５月１３日 

  免状有効期間満了日 令和１１年８月３０日 

乗組員Ａ ３２歳 

 死傷者等 重傷 １人（乗組員Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の末期 

 事故の経過  本船は、船長及び乗組員Ａほか１０人が乗り組み、漁獲物の水揚げ

及び魚倉内部の区画を変更する作業（以下「本件作業」という。）の

目的で、令和７年６月３０日、境漁港の２号上屋北側にある岸壁に停

泊していた。 

 本船は、まき網漁船団のうちの運搬船であった。（写真１参照） 
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 本船は、３０日０６時少し前、船長が船橋に、乗組員Ａ以外の乗組

員１０人が甲板上の配置場所に向かい、本件作業の準備をしていた。

乗組員Ａは、調理の仕事を行っていたが、本件作業が始まる前には終

えていた。 

 船長は、船内作業は危険が多いので、本船に乗船して間もない乗組

員Ａに対し、しばらくの間、調理以外の仕事にはつかないよう命じて

いた。 

 乗組員Ａは、早く仕事に慣れて他の乗組員とも一緒に仕事がしたい

と思っており、本件作業の流れを覚えようと思い立ち、５番船倉に向

かった。 

 乗組員Ａは、５番船倉側面に設置された固定式のステンレス製はし
．．

ご
．
（以下「本件はしご

．．．
」という。）を伝って降りている際、本件はし

．．

ご
．
から手を滑らせ、約２ｍ下の床に落下した。（図１、２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船舶所有者提供 

写真１ 本船 

図１ 船倉の位置 

船舶所有者提供 

５番船倉 
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 ５番船倉付近で本件作業の準備をしていた乗組員は、大きな音を聞

き、５番船倉内を覗
のぞ

いたところ、乗組員Ａが倒れているのに気付い

て、同船倉内に降りた。 

 ５番船倉内に降りた乗組員は、乗組員Ａの意識がなく、唇から出血

していたのを確認し、甲板上にいた乗組員に状況を伝えた。甲板上に

いた乗組員から報告を受けた船長は、携帯電話で１１９番通報した。 

 乗組員Ａは、病院に搬送され、左膝
しつ

蓋骨骨折と診断された。その

後、転院して９日間のリハビリ入院となった。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1) 乗組員Ａの乗船経験等 

  ① Ａ社に採用されて３週間、本船の司厨
ちゅう

員として乗船し、経験

は１週間であった。Ａ社は、乗組員Ａに対し、安全教育を実施

していなかった。 

  ② 船舶所有者及び船長は、乗組員Ａに対し、漁ろう作業に従事

するにはまだ経験が浅く危ないので、漁ろう作業は見学するだ

けで従事しないこと及び調理の仕事に専念するよう伝えてお

り、乗組員Ａもそのように認識していた。 

  ③ 船長や他の乗組員から作業現場には近づかないように言われ

ていたが、船倉の底に降りて船倉内の構造を見る程度は問題な

いと思っていた。 

  ④ 本件はしご
．．．

から手が滑った以降の記憶がなかった。 

  ⑤ ヘルメット（保護帽）、合羽、作業服、軍手、ゴム長靴及び救

命胴衣を着用した状態であり、墜落制止用器具 は装着していな

かった。他の乗組員においても、通常、船倉内のはしご
．．．

を昇降

する際、墜落制止用器具は装着しておらず、本事故発生時も装

 
 「墜落制止用器具」とは、高所作業において、作業者の転落等防止を目的とした身体に装着する保護具のこと

をいい、肩から大腿部までをベルトで支えるフルハーネス型、腰にベルトを巻く胴ベルト型がある。 

  国土交通省ＨＰ「高所作業でのフルハーネス型の墜落制止用器具の使用について」 

  https://www.mlit.go.jp/maritime/maritime_tk4_000030.html 

５番船倉 

約２ｍ 

本件はしご
．．．

 

図２ 落下のイメージ図 
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着していなかった。 

(2) 乗組員Ａ以外の乗組員の認識等 

   乗組員Ａの経験がまだ浅く、乗組員Ａに対し、日頃から１人で

勝手な行動はしないよう注意喚起していた。本事故時、仕事を始

める準備に各自意識が向いており、乗組員Ａが船倉内に入ろうと

していることに気付かなかった。 

(3) 高所作業について 

   ５番船倉入口から底部までの深さは、約３.９ｍであった。 

   船内作業の危害の防止を定めた船員労働安全衛生規則（昭和 

３９年運輸省令第５３号）には、高所作業について、次のとおり

定めている。 

   （高所作業） 

  第五十一条 船舶所有者は、床面から二メートル以上の高所であ

つて、墜落のおそれのある場所における作業を行わせる場合

は、次に掲げる措置を講じなければならない。 

   一 作業に従事する者に保護帽及び墜落制止用器具を使用させ

ること。 

   二～五 （略） 

   また、使用する墜落制止用器具の規格は、平成３１年１月２５

日厚生労働省告示第１１号 に適合するものであって、「ハーネス

型」が原則となっているが、床面又は海面からの高さが６.７５ｍ

以下の場合、「胴ベルト型」が使用できるとされている。 

(4) 本船の安全対策 

   本船に安全作業マニュアルは備えていなかったが、船舶所有者

は、船団の乗組員全員に対して１年に１回事故事例を取り上げた

安全講習会を開催しているほか、船内点検、熱中症予防、高所作

業、消火救命訓練を必要に応じて実施していた。事故等の情報が

もたらされた場合、所属船舶には、文書等で注意喚起を行い、高

所作業等の特別安全講習に乗組員を参加させていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

(1) 乗組員Ａは、本件はしご
．．．

を降下中、手を滑らせて約２ｍ下の床

に落下した際、左膝蓋を打ち、骨折を負ったものと考えられる。 

(2) 乗組員Ａは、船長や他の乗組員から勝手な行動はとらないよう

注意喚起を受けていたものの、早く仕事に慣れたいとの思いが 

あったことから、独断で５番船倉内に入ろうとしたものと考えら

 
 平成３１年１月２５日厚生労働省告示第１１号「墜落制止用器具の規格」 

  https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc?dataId=74ab6770&dataType=0&pageNo=1 
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れる。 

(3) 乗組員Ａ以外の乗組員は、本件作業の準備に意識が向き、乗組

員Ａが５番船倉内に入ろうとしているところを目撃した者はおら

ず、乗組員Ａを制止することができなかったものと考えられる。 

(4) 乗組員Ａは、船長や他の乗組員から注意喚起を受けていたが、

安全教育を受けておらず、漁ろう作業で注意すべき点を知らな 

かったものと考えられる。 

(5) (1)～(4)から、乗組員Ａは、安全に関する知識が不十分のまま

５番船倉内に入ろうとし、本件はしご
．．．

から落下して負傷したもの

と考えられる。 

(6) 乗組員Ａは、本件はしご
．．．

を降下する際に墜落制止用器具を装着

していなかったが、同器具を装着していれば、本事故の発生を回

避できた可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、本船における本件作業の準備中、乗組員Ａが、安全に関

する知識が不十分のまま、墜落制止用器具を着用せず、本件はしご
．．．

を

使って船倉の底部に降りようとしたため、手を滑らせて床に落下した

ことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  船舶所有者は、本事故後、次の再発防止策を講じた。 

 ・本事故内容の書面を作成し、所属船舶に配布して事故防止を呼び

掛けた。 

 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・床面又は海面から２ｍ以上の高所など墜落のおそれのある場所で

作業を行う者は、保護帽及び墜落制止用器具を使用すること。 

 ・船内作業の経験が浅い乗組員は、船舶所有者、船長からの指示を

厳守すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島根県松江市 

鳥取県境港市 

境港 

境港中野東防波堤灯台 

 

（事故発生場所 

  令和７年６月３０日 ０６時００分頃発生） 

本船 

境漁港 

２号上屋 


